
 

東京国際空港（羽田空港）の新しい滑走路（Ｄ滑走路） 

～千葉県産山砂の陸上運搬が終了しました。～ 
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住所  東京都大田区羽田空港３－５－７ メンテナンスセンターアネックス５Ｆ 

電話  ０３－５７５６－６５７５ 

ＨＰ   http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/haneda/index.html 

国土交通省は、我が国空港ネットワークの拠点空港として極めて重要な位置を占める東京国

際空港（羽田空港）において、新たに４本目の滑走路となる『Ｄ滑走路建設工事』について、

平成２２年１０月末の滑走路の供用開始を目指し、２４時間３６５日の昼夜連続施工により最

速で工事を進めています。 
この度、平成１９年４月から実施してきた千葉県産山砂のダンプトラックによる陸上運搬

が、平成２２年２月２７日に全て完了し、約３年間と長期に渡った山砂の陸上運搬が終了いた

しました。 
Ｄ滑走路の埋立部（注１）の構築にあたっては、千葉県中西部から産出される山砂を使用し、

多い月には、1 日あたり約 7,000 台のダンプトラックが一般道路及び高速道路を利用して積み

出し岸壁（木更津港・袖ヶ浦港）まで運搬をしていました。 
山砂の運搬にあたっては、山砂安全連絡会（注２）の定期的な開催により地元の意見を踏ま

えた運搬計画を策定・実施するとともに、環境モニタリング，安全パトロール，道路清掃等を

継続的に実施し、ダンプトラックの走行に伴う沿道地域に与える影響を極力減らす措置をとり

つつ実施を行ってまいりました。 
山砂調達においては、約３年間という長い期間での実施であり様々な課題もありましたが、

地域行政及び地域の皆様の多大なご理解・ご協力により陸上運搬を無事遂行することができま

した。 
 （注１） 新設する滑走路島の全長約 3,000ｍのうち、約 2,000ｍが埋立構造、残りの約 1,000ｍが多摩川の

流れを阻害しない桟橋（ジャケット）構造となります。千葉県産の山砂は滑走路の基盤となる埋立に

約 2,000 万ｍ3使用されました。 

（注２）  羽田再拡張Ｄ滑走路建設工事に使用する山砂の運搬に関し、千葉県、関係５市、千葉県警、国土交

通省関東地方整備局、同省関東運輸局千葉運輸支局、羽田再拡張Ｄ滑走路建設工事共同企業体およ

び羽田空港山砂納入安全協議会らにより構成し、安全かつ環境に配慮した山砂の運搬計画などにつ

いて審議・策定するために設けられた会議。（これまでに計７回開催）なお、羽田空港山砂相談窓口

については、平成２２年２月２７日をもちまして閉所させていただきました。 

 


